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１９３３年（昭和８年）８月２４日

１９５４年（昭和２９年）４月

１９５８年（昭和３３年）３月

１９５８年（昭和３３年）４月

１９６０年（昭和３５年）３月

１９６０年（昭和３５年）４月

１９６３年（昭和３８年）３月

１９６４年（昭和３９年）４月

１９７３年（昭和４８年）３月

１９７３年（昭和４８年）４月

１９７４年（昭和４９年）４月

略 歴

和歌山県新宮市に生まれる

京都大学農学部入学

同大学同学部農林経済学科卒業

同大学大学院農学研究科（農林経済学専攻）修士課程入学

同課程修了

同大学大学院農学研究科（農林経済学専攻）博士課程進学

同課程単位取得修了

財団法人林業経営研究所研究員

同研究所退職

立命館大学経済学部助教授

同大学同学部教授，現在に至る

役　　職　　歴

１９７９年（昭和５４年）４月～１９８０（昭和５５年）年３月

１９８０年（昭和５５年）４月～１９８１年（昭和５６年）３月

１９８７年（昭和６２年）４月～１９８９年（平成元年）３月

１９９４年（平成６年）４月～１９９６年（平成８年）３月

林業経済学会，土地制度史学会 ，

済・ 政策学会

経済学部 ・同研究科王事

経済学部調査委員長

二部協議会委員長

経済学部長 ・経済学研究科長

会

日本経済政策学会，経済理論学会，経済学教育学会，環境経

１９９０年（平成２年）９月～１９９１年（平成３年）９月

１９７３年（昭和４８年）

英国（サセ ックス大学）に留学

農学博士（京都大学）

位

研　究　業　績

著　　書

１． 三橋時雄編『戦後日本農業の史的展開』（共著），ミネルウァ 書房，１９７５年

　　　　　「森林組合の発展とその性格」（第９章第２節）

２． 林業構造研究会編『日本経済と林業 ・山村問題』（共編著），東只大学出版会，１９７８年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０９）



１８６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第５号）

　　　　　「現代日本資本主義と林業 ・山村」（序章）

　　　　　「森林組合事業の展開と民有林業の再編成」（第１章第４節）

　　　　　「林業生産の「合理化」と林業労働」（第１章第５節）

３　鷲尾良司 ・奥地　正編『転換期の林業 ・山村問題』（共編著），新評論，１９８３年

　　　　　「環境問題と林業 ・山村」（第３章）

　　　　　「国土開発政策と山村」（第１６章）

４　大藪輝雄 ・奥地　正 ・甲賀光秀編『現代日本の資本主義（講座 ・現代日本社会の構造変化

　　３）』（共編著），有斐閣，１９８５年

　　　　　「現代日本の国土開発政策」（第５章）

５　『現代社会を考える（新「学問のススメ」２）』（共著），法律文化社，１９８７年

　　　　　「森 ・水 ・空気　　ゆがむ環境」（第１章第２節）

６　Ｒｙｏ１ｃｈ１ Ｈａｎｄａ（ｅｄ１ｔ）“ＦｏｒｅｓｔＰｏ１ｌｃｙ　ｍＪａｐａｎ”（共著），Ｎ１ｐＰｏｎ Ｒｍｇｙ６Ｃｈ６ｓａｋａ１，Ｆｅｂ
ｒｕ －

　ａｒｙ１９８８

　　　　　 ‘Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｏｒｅｓｔｒｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔ１ｏｎ　ａｎｄ　Ｆｏｒｅｓｔｒｙ　Ｌａｂｏｕｒ’（皿 一１３）

７　高内俊一・ 奥地　正ほか編『８０年代日本の危機の構造（上）』（共編著），法律文化社，１９８８

　年
　　　　　「国土開発政策と環境危機」（第５章）

８　高木　彰 ・岩田勝雄編『２１世紀経済学のパラダイム』（共著）法律文化社，１９９５年

　　　　　「「持続可能な開発」と日本の国土 ・環境問題」（第８章）

論
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３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

１０
．

　文

「戦後における小農労働力の変質過程」（修士論文）１９６０年３月

「林地価格形成の諸類型について」，『林業経済』Ｎｏ１８５．１９６４年３月

「伐出労働力と「組」組織一京都府山国における素材生産の構造一」，『林業経済』Ｎｏ２０２
．

１９６５年８月

「いわゆる二範曉林業の地代論的意義一戦後林業地代論批判への序章一」，『林業経済』Ｎｏ

２１５．１９６６年９月

「地代論の理論的則提について一いわゆる資本 ・技術 ・土地面積 “一定”とは何か一」，『林

業経済』Ｎｏ．２１６．１９６６年１０月

「採取的林業における豊度の概念一半田 ・鈴木両氏批判一」，『林業経済』Ｎｏ２１７．１９６６年１１

月

「採取的林業における差額地代（１）　豊度にもとづく差額地代一」，『林業経済』Ｎｏ２１８
．

１９６６年１２月

「採取的林業における差額地代（２）一位置にもとづく差額地代一」，『林業経済』Ｎｏ２２０
．

１９６７年２月

「採取的林業における「差額地代第二形態」の問題について」，『林業経済』Ｎｏ２２１ ．１９６７年

３月

「二範曉林業共存下における木材価格の形成」，『林業経済』Ｎｏ２２５．１９６７年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８１０）
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１１「育成的林業における差額地代（１）一豊度にもとづく差額地代一」，『林業経済』Ｎｏ２２６
．

　　１９６７年８月

１２「育成的林業における差額地代（２）一位置にもとづく差額地代一」 ，『林業経済』Ｎｏ２２７
．

　　１９６７年９月

１３　「裏化する林業労働」　『農林統計調査』１９７０年１２月

１４　「林業労働の現段階」 ，『林業経済』Ｎｏ２７３．１９７１年７月

１５　「過疎下の林業 ・山村問題　森林組合に焦点をおいて一」，『国土問題』Ｎｏ８．１９７３年３月

１６　「森林組合労務斑の現状と当面する諸問題」 ，『林業経済』Ｎｏ３０１ ．１９７３年１１月

１７．「戦後日本資本主義と林業 ・山村問題の展開構造」，『立命館経済学』第２２巻第５ ・６号
，

　　１９７４年２月

１８．「国有林における労働組織の形成と展開（１←東北 ・秋田国有林を中心に一」 ，『立命館経済学』

　　第２３巻第４号，１９７４年１０月

１９　「国有林における労働組織の形成と展開（２〉一東北 ・秋田国有林を中心に一」 ，『立命館経済学』

　　第２３巻第５ ・６号，１９７５年２月

２０．「国有林における労働組織の形成と展開（３←東北 ・秋田国有林を中心に一」 ，『立命館経済学』

　　第２７巻第４号，１９７８年１０月

２１ ．「国有林における労働組織の形成と展開（４）一一東北 ・秋田国有林を中心に一」 ，『立命館経済学』

　　第２７巻第６号，１９７９年２月

２２．「転換期の住宅問題」 ，『立命館経済学』第２９巻第５号，１９８０年１２月

２３．「経済政策の展開と住宅問題」 ，『経済』Ｎｏ． ２０８．１９８１年８月

２４　「いわゆる土地国有化の理論的基礎（上）　若干の整理と覚え書一」，『立命館経済学』第３１

　　巻第１号，１９８２年４月

２５　「いわゆる土地国有化の理論的基礎（中）　若干の整理と覚え書一」，『立命館経済学』第３１

　　巻第３号，１９８２年８月

２６．「日本経済と住宅政策の今日的課題」，『現代日本の住宅改革（ジ ュリスト増刊 ・総合特集

　　Ｎｏ．
３０）』 ，１９８３年３月

２７　「住宅政策の現状と課題　 “住環境”に焦点をおいて一」，『都市問題研究』第３５巻第８号 ，

　　１９８３年８月

２８．「現代日本の国土 ・環境問題と森林資源一都市と山村をむすんで一」，『科学と思想』Ｎｏ． ６３
，

　　新日本出版社，１９８７年１月

２９．「９０年代日本の国土 ・環境問題」 ，『立命館経済学』第４１巻第６号，１９９３年２月

３０．「ナシ ョナル ・トラスト運動一その源流 ・英国と日本の今日一」，『立命館地域研究』第３号 ，

　　１９９３年３月

３１ ．「日本の林業 ・農山村と国土 ・環境問題」 ，『立命館経済学』第４６巻第３号，１９９７年８月

３２　「産業構造の変化と国土 ・環境問題（上）」 ，『立命館経済学』第４６巻第４号，１９９７年１０月

報告書
１　『日本経済の二重構造と農業発展に関する研究（農林水産業特別試験研究費補助金による研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８１１）



　１８８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第５号）

　　究報告書）』（共著），１９６１年３月

　　　　　「あとつぎの意識形態からみた農家の滞留構造」

２　昭和３６年度『近畿型農業の発展条件に関する研究（同前）』（共著），１９６２年３月

　　　　　「戦後における農地移動と農地価格」

３　昭和３７年度『近畿型農業の発展条件に関する研究（同前）』（共著），１９６３年４月

　　　　　「工業化と農業構造の変貌過程一滋賀農業の場合一」

４１林地価格に関する調査研究（３ト林地売買の実態一』（共著）林野庁調査課，１９６３年７月

５　『びわ湖漁家経済調査成果報告書』近畿地方建設局，１９６４年４月

６　『経済成長と農林業の構造変貌一山村における日雇労働者の就業構造一』京都府農業会議
，

　　１９６５年５月

７　『林業労働組織に関する研究（Ｉ）』林業経営研究所，１９６８年３月

８　『森林組合労務班の先進事例に関する調査研究』林業経営研究所，１９７２年３月

９　『国有林地帯における森林組合の発展条件に関する調査研究』林業経営研究所，１９７４年３月

１０　『森林組合の広域 ・大型化に関する調査研究』林業経営研究所，１９７５年９月

青評 ・その他

１　「（著書紹介）並木正吉著『農村は変わる』」 ，『農業と経済』１９６０年１０月

２　「（著書紹介）山崎春成著『日本の農業問題』」 ，『農業と経済』１９６１年１０月

３　「（特別レポート）上がる農地←→下がる農地」 ，『農業富民』１９６１年１２月

４　「（著書紹介）現代日本の “小農経済論”一硲　正夫著『日本農業の経済構造』」，『農業と経

　　済』１９６３年１２月

５． 「滋賀県の農業」（執筆項目），『体系 ・農業百科事典』第５巻，（財）農政調査委員会，１９６５年

６． 「農地移動」 ，「農地価格」（執筆項目），『体系 ・農業百科事典』第６巻，（財）農政調査委員会
，

　　１９６７年

７． 「公有林」 ，「国有林」（執筆項目），『杜会科学大事典 ・第７巻』鹿島出版会，１９６９年

８． 「御料林」（執筆項目），『社会科学大事典 ・第８巻』鹿島出版会，１９６９年

９． 「森林組合」（執筆項目），『社会科学大事典 ・第１１巻』鹿島出版会，１９６９年

１０　「新たな林業労働問題研究の展開を」，『林業経済』Ｎｏ２５５．１９７０年１月

１１「部落有林」 ，「分収林業」（執筆項目），『社会科学大事典 ・第１６巻』鹿島出版会，１９７０年

１２　「木材」 ，「木材価格」 ，「木材市場」（執筆項目），『社会科学大事典 ・第１８巻』鹿島出版会
，

　　１９７１年

１３　「林業労働の現段階」 ，『林業経済研究会会報』Ｎｏ７９．１９７１年３月

１４　「林業」 ，「林業政策」 ，「林業地代」 ，「林業労働者」（執筆項目），『社会科学大事典 ・第１９巻』

　　鹿島出版会，１９７１年

１５　「Ｑ君への手紙一森林組合，ことに労務班の現状にかかわ って一」 ，『林業経済』Ｎｏ２８１
．

　　１９７２年３月

１６「日本経済の構造変化と林業およぴ林政」（第４編第１章）　　『森林組合制度史１』全国森

　　林組合連合会，１９７３年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８１２）
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１７．「森林組合労務班の形成と展開」（第４編補章）　　『森林組合制度史１』全国森林組合連合

　　会，１９７３年

１８．「（コメント）半田報告への論点開示」，『林業経済』Ｎｏ２９４．１９７３年４月

１９．「森林組合労務班の現状と当面する諸問題」 ，『林業経済研究会会報』Ｎｏ８２．１９７３年８月

２０．「（経済学オリエンテーシ ョン）日本経済」 ，『経済』Ｎｏ．
１５７ ．１９７７年５月

２１ ．「林業地代」 ，「林業の資本主義化」 ，「林業の生産力」 ，「林業労働者」（執筆項目），『大月 ・経

　　済学辞典』大月書店，１９７９年

２２．ｒ（新刊案内）『今日の資本王義〔２〕一日本資本王義の展開過程』」 ，『経済』Ｎｏ２１５．１９８２年

　　２月

２３．「（書評）依光良三著『日本の森林 ・緑資源』」 ，『日本の科学者』第２０巻第１号，１９８５年１月

２４．「（新刊案内）藤田佳久著『現代日本の森林木材資源問題』」，『経済』Ｎｏ２４９．１９８５年１月

２５．「日本の森林 ・緑と日本人はいま」 ，『Ｔｒａｄｅｐｉａ』第１７５号，日商岩井Ｋ．Ｋ
．，

１９８５年５月

２６．「今日の住宅問題と今後の住宅政策」，『国民生活』国民生活センター １９８５年６月

２７．「（和書案内）小池正雄著『林業労働の研究』」 ，『農林水産図書資料月報』１９８９年１月

２８．（退職記念最終講義）「地球環境問題と日本の森林 ・山村」 ，１９９８年１２月１７日
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